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  新型コロナウイルス感染症対策に係る緊急要望 

 

 政府が経済対策として実施する１８歳以下の子どもに対する臨時特別給付金事

業については、区は前回の特別定額給付金の教訓を生かし、既に年内５万円の現 

金支給開始についてスピーディに準備を進めている。 

 政府は原則として年内に現金５万円の支給を開始し、来春にクーポン５万円分

を配布することとしているところであるが、クーポン事業は膨大な事務量及び事

務費を必要とすることに加え、実施時期が３回目の新型コロナウイルスワクチン

接種や転出・転入等行政事務の繁忙期と重なることから、クーポン事業実施に伴 

う行政停滞の懸念も拭い去れない。 

目黒区議会としては、コロナ禍で様々な我慢を強いられた子どもたち、家計に

影響のあった子どもたち、また、子どもたちを養育する家庭が今回の給付金の本

旨を実感できるよう、年内５万円の現金支給開始に続き、できるだけ早い時期に

クーポン券ではなく、現金５万円を追加支給し、合計１０万円の現金支給とする

ことを強く要望する。 


